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岩槻キャンパス本館前



　新宿キャンパスでアクションを起こしているのは地域

社会学科の飛田ゼミ。「環境問題の視点から地域社会

の未来を創造する」ことをコンセプトに、フィールドワー

クを重視した研究を行っています。８月４～６日にかけ

ては、「環境モデル都市」に認定されている福岡県北九

州市でも調査を行ってきました。

　飛田ゼミがテーマを選ぶ際に考えたことは、「地球温

暖化を防ぐため、その原因と考えられているCO2を削

減するには何をすればよいか」ということ。まず思いつ

いたのが、身近なところから始められる節電でした。そ

こで、今年の夏は東日本大震災と福島第一原子力発電

所の事故等の影響により、一斉停電が起こる危険性が

あったことからも、それを避けるために３つの取り組み

を実行することになりました。

　1つめの取り組みは、節電

を呼びかける「環境うちわ」

の配布と「ポスター」の学内

掲示。うちわには「目白学園

環境宣言」と「省エネ＆省資

源の心得・すすめ」が記され

ており、正門や10号館前で

約500本が配られました。

　次に実行したのが、放課後

に教室を見回り、消し忘れの

節電のための
取り組み

地球温暖化を防ぐため
“節電”によってCO2を削減

2011年度「ECO アクション」採択企画決定！

ゼミやサークルの仲間が集い
環境問題に取り組んでいます

飛田ゼミ生。おそろいのエプロンに「環境うちわ」を持って

地域社会学科
飛田満ゼミ

照明やエアコンを消すとともに、消し忘れ状況をデータ

にまとめること。7月中の平日、毎日60教室を見回り

ました。ゼミ長の中村亮平さん（地域社会学科3年）は、

「毎日平均して、照明は3～4教室、エアコンは4～ 5

教室の消し忘れがありました。特に消し忘れが多かった

のが10号館9階の大教室で、教室が広いこともあり、

本当にもったいないと思いました。一方、1週間前には

消えていなかった教室の照明が翌週消えていると、取り

組みが生きてきたのかなと思い、嬉しくなりました」と、

様子を語ってくれました。

　3つめは、10号館1階にあるディスプレイに表示さ

れた新宿キャンパスの午後１時の電力使用量を、毎日

記録すること。データからCO2排出量を割り出します。

CO2排出量や教室見回りの結果は、10月に開催され

る桐和祭で展示される予定です。

　飛田ゼミは節電に向けて、一人ひとりが考えるだけで

なく、行動を起こすことが何より大事と考えています。

ゼミ生は、今回の取り組みが

新宿キャンパスの学生の心に

届き、継続的な CO2削減につ

ながることを願っています。

ゼミ長の中村亮平さん
（地域社会学科３年）

ポスターで節電をアピール

一人ひとりが考えるだけでなく
行動を起こすことが何より大事
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　目白大学では、地球環境と低炭素社会への貢献のために「目白学園環境
宣言」のもと、全学的な取り組みを行っています。その一環として今年５月、
「環境問題という地球規模の問題に対して、地球のため、未来のため、足元
から、今日から、なにか行動（アクション）を起こしましょう！」と、学生主
体で企画・実践するプロジェクト「ECO アクション」を募りました。
　これに対して意欲的な５件の応募があり、審査の結果、全て採択となり
ました。今回は、その中から「節電のための取り組み」と「プランターを使っ
た生ゴミの肥料化と有機肥料の植物育成」をテーマにアクションを起こし
ている２団体の活動を紹介します。

　自然に囲まれた岩槻キャンパスで「ECO アクション」

を行っている労作研究会は、「植物を育てることを通し

て、人とのかかわりを作っていく」ことを活動目的とし、

プランターで植物を育てています。

　今回、応募内容についてはミーティングを行い、「労

作研究会ならではのエコ活動とは何か」を話し合いまし

た。そこで決定したのが、大学食堂から出る大量の残

菜・残飯を活用して堆肥を作り、植物を栽培することで

した。その際、堆肥を使って栽培した場合と市販の化学

肥料を使って栽培した場合の、それぞれの植物の成長

度を比較することにもなりました。

　いよいよ堆肥作りがスタートし、栽培方法を代表の

中村真弓さん（理学療法学科２年）にお聞きしました。

　「残菜・残飯は、2～3日天日干しにし、子ども学科

が実習を行っている畑から土をもらい受けて、その土に

乾燥させた残菜・残飯と米ぬかを順に入れては混ぜ合

わせます。レタスなどの葉物野菜は、堆肥を使った栽培

の場合育ちがよいと言われていますので、その種を植

え、ブルーシートで

雨よけを作り、水や

りを行います」

プランターを使った生ゴミの肥料化と
有機肥料の植物育成

労作研究会ならではのエコ活動
残菜・残飯を堆肥にリサイクル！

“捨てられればただのゴミ”が
“新しい植物”に生まれ変わる

※（＊）の2件の行動中間報告は、桐和祭〈新宿キャンパス╱10月22日（土）・
23日（日）〉と桐榮祭〈岩槻キャンパス╱10月29日（土）・30日（日）〉で
展示されます。

企画名 団体名 総人数

節電のための取り組み（＊） 地域社会学科
飛田ゼミ 9名

プランターを使った生ゴミの
肥料化と有機肥料の植物育成（＊）労作研究会 12名

震災の復興に向けて
私達ができること

児童教育学科
1年Bグループ 8名

節電について
ー東日本大震災の影響ー

児童教育学科
1年Dグループ 7名

電気を使わなくても遊べる
日本伝統の遊びを知ってもらう とうむぎ 4名

労作研究会メンバー。栽培しているプランターの前で

労作研究会

　こうして順調に進むはずだった堆肥作り。しかし、予

想もしなかった事態が起こりました。

　「作業が7月だったため、試験の忙しさと夏の日照り

とが重なって水やりが追いつかず、残菜・残飯が乾燥し

すぎてしまいました。次はこのことを教訓に、乾燥度を

小まめにチェックしたいと思います」（中村さん）

　残念ながら今回は堆肥がうまく仕上がりませんでし

たが、秋には2回目が行われます。その時にはぜひ成功

させ、有機肥料（堆肥）と化学肥料を使った場合のそれ

ぞれの植物の成長の違いも見ていきたいとのこと。こ

ちらも結果は、10月に行われる桐榮祭で展示されます。

　これまでゴミとして扱われ、途切れてしまっていたリ

サイクルの輪を自らの手で繋げる労作研究会。副代表

の寺田千紗さん（理学療法学科2年）は、「人の食べ残

しは、そのままにしてし

まったらただのゴミです。

しかし、それを土に戻して

あげれば、また植物とし

て生まれ変わらせること

ができます」と、目を輝か

せます。さまざまな経験

は、きっと次へのステップ

となることでしょう。雑草取りと水やりは昼休みに

代表の中村真弓さん（左）と
副代表の寺田千紗さん（右）
（ともに理学療法学科2年）
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　大学図書館が保有する稀覯本の種類は、その大学に所

属する教員の専門分野に影響されることが多いのが一般

的です。本学では平成13年まで短大に国語国文科が設置

されていた経緯もあり、鎌倉時代以降の和装本が400冊

近く所蔵されています。

　その中には、近年になって初めてその学術的価値の高さ

が判明したものもあります。特に、勅撰和歌集『新古今和

歌集』の古写本は室町時代の中頃に書写されたものであ

ることが、書誌学や中世和歌研究を専門とするメディア表

現学科の石澤一志専任講師によって明らかにされ、学会で

も報告されるに至っています。石澤講師によれば、「保存

状態もこの種の写本としては類いまれな美麗さを保って

おり、資料的な意義だけでなく美術的な面でも価値があり

ます」とのこと。

　一方、洋書の所蔵リストの中で目立つのは、近代の名作

の初版本の豊富さです。『星の王子さま』『ピーター・パ

ン』『不思議の国のアリス』『ハイジ』など、19世紀後半

から20世紀前半にかけて世に出た世界的名作の初版本

が揃っています。初版本はその作品が初めて世に出たとき

のオリジナルなので、その後に誤植や表現の修正、挿絵の

差替えなどが行われると、改訂前の原形である初版本は史

数百年の時を超えて伝わる和装本
学術上の新たな発見も

名作の初版本から特殊な製本まで
幅広い洋書コレクション

目白大学が誇る学術資産

　「稀覯本」（きこうぼん）とは「世間に流布されているこ

との少ない書物」（『広辞苑（第6版）』）のこと。限定出版の

ために数が極めて少ない本や、印刷技術が普及する前の時

代に手書きで複製された写本などがこれに当たります。

　昭和38年の開館からまもなく半世紀が経とうとしてい

る新宿キャンパスの図書館は、女子短大以来の本学の発展

にあわせて蒐
しゅうしゅう

集されてきた稀覯本を数多く所蔵していま

す。これらは目白大学が保有する大切な学術資産であり、

学問研究上の重要な資料として、現に教職員や在学生の研

究活動に供されています。

　その他の和装本は江戸時代のものが多く、徳川3代将

軍家光の治世下で刊行された『源氏物語』や19世紀初頭

の『南総里見八犬伝』は、それぞれ60冊（源氏）、111冊（八

犬伝）のセットで所蔵。半紙に描かれた挿絵入りの袋綴本

をそっと開けば、日本文学の名作が時代を超えて多くの読

者を惹きつけてきた歴史をも偲ぶことができます。

　挿絵の細かさや彩りが目を引く江戸期の作品の一例と

しては、『頼朝一代記』（恋川春町著、刊年未詳）が挙げら

れます。恋川春町は江戸時代中期に流行した“黄表紙”とい

う大人向け絵本のジャンルを開拓した戯作者・浮世絵師。

本書もその1つですが、その画工は美人画の大家として

名高い喜多川歌麿の手によるものです。青を貴重としたカ

ラーの表紙で綴じられた本体には、歌麿が描いた躍動感

あふれる勇壮な源平合戦の世界が広がっていて、江戸時代

の日本人が現代に生きる私たちと同じ物語を読んで楽し

んでいたことが見てとれるでしょう。

室町中期に写本さ
れた『新古今和歌
集』。表紙や見返し
の豪華な装飾画も
目を引く。

『頼朝一代記』は5巻を
合本して1冊に綴じてあ
る。写真は『平家物語』の
名場面としても知られる、
屋島合戦で那須与一が
扇の的を射るところ。

❶ ❷

新宿図書館の
稀
き

覯
こ う

本
ぼ ん

を探る
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　こうした数多くの稀覯本は、いずれも本学図書館員によ

る厳密な整理作業を経た後、通常の蔵書と同様に請求番

号が付けられます。したがって、本学の在学生や教職員は、

所定の手続きを踏むことでこれらの貴重な文献を手にと

ることができます。また、卒業生も図書館利用証（図書館

で無料申請可）の交付を受けられるので、在学時と同様に

閲覧することが可能です（ただし、稀覯本の管理体制を整

備しているところなので、閲覧希望者は当分の間、新宿図

書館へ事前にお問い合わせいただくようにお願いしてい

ます）。

　本来、本は読んで楽しむものですが、稀覯本は書籍その

ものの来歴や形態にもそれぞれ物語が秘められているの

が特徴。文学鑑賞と美術鑑賞、それに歴史探究の魅力が

融合する世界を、新宿図書館で体験してみませんか？

在学生や卒業生も
手続きを踏んで閲覧が可能

料として重要な意味を持つようになります。

　作品の内容もさることながら、装丁や印刷など本として

の特徴に歴史的意義を持つ稀覯本が多数含まれている点

も注目できます。たとえば、19世紀のイギリスで工芸家

としてアーツ＆クラフツ運動を率いた詩人ウィリアム・モ

リスによる叙事詩『The Earthly Paradise』（1896 ～

1897年刊。邦題『地上の楽園』）やキリスト教の聖者列伝

である『The Golden Legend』（原書は1260年頃刊。

邦題『黄金伝説』）は、「ケルムスコット版」と呼ばれるもの。

大量生産されるようになった書籍のあり方に異議を唱え、

活字のスタイルや文字組み、挿絵、さらには手すきの紙や

中世風の特殊な印刷機を用いて書籍そのものを芸術の域

にまで高めようとしたモリスが自らの印刷工房で制作し

た、書誌学的見地からも注目度の高い本です。本学所蔵の

『地上の楽園』はいずれも白い羊皮紙（動物の皮を加工して

作る装丁材料）の表紙に覆われていて、その独特の手触り

はモリスの本作りに対するこだわりを感じさせます。

『The Royal book of past ry and 
confectionary』（Jules Gouffe 著、
1868年）。写真はタンバル（空焼きした
パイケーキにアイスクリームなどを詰め
た菓子）作りのカラーイラスト入り解説。

『T h e a t r u m  O r b i s 
Terrarum』のアジア版。
右上隅に日本列島が見
られる。

　書籍以外では、大航海時代の16世紀中期に地理学者ア

ブラハム・オルテリウスが発行した世界最初の近代的世界

地図『Theatrum Orbis Terrarum』（邦題『世界の舞台』）

の銅板画5枚セットが異彩を放っています。本学所蔵のも

のは初版から3年後の1573年版とされていて、1612

年まで再版が出続けた本作品の中では比較的初期のもの

として稀少価値が高いとのこと。アジア版の右上隅には本

州と九州が合体して四国と並んでいる日本列島が描かれ

ており、当時のヨーロッパ人が有していた日本に対する認

識の一端が垣間見えます。

❸

❹

❶『Peter Pan in Kensington Gardens』（邦題『ケンジ
ントン公園のピーターパン』）の初版本（1906年刊）
❷1943年にニューヨークで初めて刊行された『Le Petit 
Prince』（邦題『星の王子さま』）の初版本
❸『Heidi's Lehr-und Wanderjahre』（邦題『アルプスの
少女ハイジ』）の初版本（1880年刊）

❹『Alice's Adventures in Wonderland』（邦題『不思
議の国のアリス』）の初版本（1866年刊）。本学では
続編となる『Through the Looking-Glass, and What 
Alice Found There』（邦題『鏡の国のアリス』）の初
版本も併せて所蔵している。

　新宿図書館が近年になって特に力を入れて蒐集してい

るのが、17世紀以降の近世にフランスなどで出回った菓

子や料理のレシピ本です。調理時に用いられるレシピ本は

もともと保存状態の良いものが少ないのですが、短大に日

本初の製菓学科を持つ本学では、教員によるこれらのレ

シピの翻訳や調理の再現が新たな研究成果に結びついて

いくことが期待されています。

『The Earthly Paradise』（邦題『地
上の楽園』）のケルムスコット版。文
頭の飾り文字や背景の微細な図柄、
厚みのある手すき紙などが特徴。表
紙には白い羊皮紙を用い、リンプ・
ヴェラム・バインディング（Limp 
Vellum Binding）という独特の綴じ
方で製本されている。
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　リハビリテーションとは、ライフサイクルのいずれかの時

点で起こった疾病や障害による心身機能、活動、社会参加

の喪失や低下に対して、多様な側面からその回復・改善・

向上を図り「自分らしく生きること」を実現する総合的な営

みです。少子高齢化や医療の高度化・専門化に伴い、医療

による症状の回復から日常生活における活動・社会参加へ

の課程において、リハビリテーション・サービスに寄せられ

る社会の期待は今後もますます高まっていくことが予想さ

れます。そうした人材需要に応えて、来春、目白大学大学院

リハビリテーション学研究科は誕生します。

　本研究科は、岩槻キャンパスで蓄積してきた人的資源や

教育・研究活動の成果を、交通至便な都心にある新宿キャ

ンパスで展開します。平日夜間と土曜日に受講できるカリ

キュラムを組み、保健医療福祉施設などで現にリハビリ

テーション職に就いている社会人が職業生活と学業を両

立できるように配慮しています。このような学修環境に集ま

る院生は、ほぼ同年代者で固定されがちな学部とは異な

り、臨床現場での長いキャリアを持つ社会人が多く集まる

ことが予想されます。こうした同期生たちとの人的交流も、

学びの成果とは別の、代え難い大きな財産となることで

しょう。

　本研究科は理学療法、作業療法、言語聴覚療法のリハビ

リテーション3分野で構成。入学時から一貫して同じ分野

の研究に取り組み、専門性の向上と臨床的研究能力の育成

を目指しますが、その一方で専門分野の枠組みを越えた

ソーシャル・インクルージョン（包括的支援）の重要性に着

目し、3分野相互間を中心とした職種間連携を推進できる

総合力を持った人材の育成を図ります。これは、本研究科の

大きな特長の1つです。

　平成22年の時点でこの3分野をともに対象とする修士

課程を持つのは、首都圏（東京・神奈川）でわずか3校にと

どまっています。このため、本研究科の開設は、リハビリテー

ション医療の現場における優れた現職者に対して、近時の

医療制度改革の方向性に即した総合的な専門力を身につ

ける機会を広く提供するという、この分野における社会的

貢献としての意義をも併せ持っているといえるでしょう。

　もちろん、社会人だけでなく学部新卒者にとっても、早期

から研究的思考力を備えた高度職業人としての力を確実

に身につけることができるうえ、豊富なキャリアを持つ社

会人同期生との切磋琢磨によるメリットは計り知れないも

のがあるはず。岩槻キャンパスの保健医療学部で学び、国

家資格を取得した卒業生たちが、さらに高度な専門性や職

業人としての飛躍を求めて新宿キャンパスの門をくぐるこ

とも積極的に歓迎しています。

リハビリテーション学研究科　2012年4月新設

現職の社会人が学べる都心のキャンパスに開設

専門性の向上と地域包括支援への貢献を目指す
　来年4月、新宿キャンパスに大学院において7つめの
研究科が誕生します。健康・医療系学部を擁する岩槻
キャンパスでの教育・研究成果を都心の新宿キャンパス
に集約し、少子高齢化や医療の高度化に即応したリハビ
リテーションの高度専門職業人の養成を目指します。

少子高齢化と医療の高度化に即応した
リハビリテーション分野の高度専門家を育成
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「第12回 目白研心遺跡フェスタ」を
実施しました。

　７月31日（日）、目白研心中学校・高等学校において、毎年恒
例の「目白研心遺跡フェスタ」が開催されました。目白学園の敷
地内からはこれまで、旧石器・縄文・弥生・奈良時代の遺跡が
多数発見されてきました。その普及・公開と、より地域に開か
れた学校を目指して始められたこの催しも今年で12回目。今
回の遺跡フェスタは、「地域の遺跡を活用した東日本大震災
の被災地支援」をコンセプトに行われました。
　中学・高校の校舎が建つ場所（落合）は古くから東北地方と
結びつきが深く、古墳時代から奈良時代にあたる７世紀から８
世紀にかけて落合で作られた土器が東北地方の遺跡で見つ
かっていることから、落合周辺の多くの人々が東北地方へ移住
したと考えられています。その頃、ヤマト政権は「蝦夷」の勢力
下にあった東北地方に律令制を浸透させていきました。その
過程において関東地方の人々が東北に移住し、東北経営の一

2011.5.12 ／5.14　高校球技大会・
中学校運動会

　5月12日に高校球技大会が、14日には中
学校の運動会が実施された。今年度は震災
による節電や交通機関の混乱を考慮して、い
ずれも新宿キャ
ンパスでの開催
となった。両日
とも好天に恵ま
れ、中高生たち
が気持ちよく汗
を流した。

2011.6.4－5　チアリーディング部が
関東選手権大会で好成績

　国立代々木競技場第一体育館において「第
13回 関東チアリーディング選手権大会」が
開催された。 本校からは中学校部門に2チー
ム、高等学校各部門に4チームの計6チーム
が出場して演技を行い、好成績を収めた。
●中学校部門　優勝 （6連覇達成） 
●高等学校部門 Division１　第3位 
●高等学校グループスタンツ女子部門　優勝

（Japan cup 出場権獲得） 
●Division 2部門　第7位

（Japan cup 出場権獲得）

2011.6.30－7.9　中３カナダ修学旅行
　中学3年生がカナダ・バンクーバーへ10
日間の修学旅行に出かけた。出発前から不安
と期待が入り混じっている様子だったが、観
光だけでなくスポーツや自然探索などのアク
ティビティー、ホームステイをしながらのス
クーリングと盛りだくさんの内容を満喫。言
語はもちろんのこと、生活習慣や価値観など

異文化とのさまざまな出会いを体験する有意
義な旅となった。

2011.6.6－7／ 7.29／8.3
学内で合同企業説明会･ 
病院説明会を開催

　6・7月に新宿キャンパスで「学内合同企業
説明会」が相次いで開催され、製造、金融、卸・
小売、飲食、アミューズメント、情報通信、医
療・福祉、公務など、幅広い業種の企業にご
参加いただいた。また、8月には岩槻キャン
パスで、保健医療学部3学科の4年生を対象
にした病院説明
会を開催。いずれ
も多くの学生が
複数のブースを訪
問して、採用担当
者の話に熱心に
耳を傾けていた。

2011.6.15　看護学科第2期卒業生の
ホームカミングデイを実施

　岩槻キャンパス大学会館で看護学科第2
期卒業生のホームカミングデイが開催され、

TOPICS

中学校・高校

大学・短大・大学院

今年4月から看護師として臨床の現場で活躍
する卒業生72名が参加した。卒業生からの
近況報告では、頼もしく元気に仕事をしてい
る様子が語られた。堤千鶴子学科長より「お
かえりなさい」という言葉があり、卒業生たち
は母校に帰った安堵を改めて感じていた様子
だった。

2011.7.12　製菓学科が学内販売の
売上げを義援金として寄付

　本年4月より短期大学部製菓学科の学生
たちが、東日本大震災の被災地を支援するた
めに取り組んできたお菓子の学内販売での
売上金542,650円が、この日、日本赤十字
社を通して全額寄付された。この実習作品販
売はいつも長蛇の列ができる人気ぶりで、多
くの学生、教職員が甘いお菓子を楽しみつつ
募金に貢献
することがで
きた。この取
り組みは秋
学期も継続
して実施す
る予定。

2011.7.14－8.31
生活科学科の学生が東武百貨店池袋
店の「夏のきのこメニューフェア」に参加
　東武百貨店池袋店のレストラン街スパイス
で「女性の、キレイと元気の素になる 夏のき
のこメニューフェア」が実施された。このフェア
では、ホクト株式会社とタイアップしたレスト
ラン街スパイスの46店舗と、本学も含めた6
大学89名の学生がコラボレートして54品の
新メニューを開発。本学からは、短期大学部
生活科学科でフード・ウエルネスフィールド
を主専攻とする学生が新しいきのこメニュー
を考案し、実際に店舗で提供された。

落合と東北地方とのつながりに思いをはせて

端を担っていたのです。
　そこで今回は、小金井靖氏（石神井公園ふるさと文化館 館
長）による講演会で、「古代の東北と落合」をテーマに東北と関
東・落合との関わりが説き明かされました。
　会場では縄文クッキーや編

あんぎん

布作りなど、各種もの作り教室を
開催したほか、カキ氷や焼きそばもご用意。その材料費・資料
代として来場者の皆様から頂戴した費用の70,367円は、東
北地方の震災からの復興を祈願し、日本赤十字社を通じて全
額寄付いたしました。
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　平成14年に本学を卒業された林直輝さん
は、創業300年の歴史を有する日本人形の老
舗「吉徳」の資料室学芸員として活躍されてい
ます。主な研究テーマは、日本の伝統的な人
形・玩具。「現代の技術をもってしても再現す
ることが難しい高度な技法が使われているこ
とや、昔の人の優れた感性が見られること、
それが一番の魅力です」

　「何かきっかけがあった訳ではなく、それこそ生まれ
た時から好きだったんですよ」。古い人形や玩具に興
味を持ったいきさつを、林さんはそう語ります。
　「だるまと一緒に写っている1歳の時の写真がある
のですが、3歳の時にはだるまが棚いっぱいに増えて
いましたね。誕生日などおもちゃを買ってもらえると
なれば、普通の子どもが欲しがるようなヒーローもの
ではなく、伝統的な日本人形を買ってもらうような子
どもだったんです」
　目白大学に進学し、学芸員の資格取得を目指しなが
ら日本の伝統工芸や文化を学問として捉えるように
なると、日本人形や玩具への興味はますます強まって
いきました。勉強の傍ら、毎日のように人形店を回っ
ては優れた技術を持つ職人さんを見つけ、話を聞くた
めに足繁く通っていたといいます。
　「目白大学は教員と学生との距離が近く、しっかり
と指導していただきました。また、大学の図書館には
伝統文化に関する史料も充実していて、研究する上で
非常に役立ったのを記憶しています」
　卒業後の進路も、人形への想いが決定づけました。
　「学生時代から日本人形玩具学会に所属して、月例
会に参加していました。その学会で今の上司にあたる
吉徳資料室長と親交を持ったことが、現在の仕事に就
いたきっかけです。実は卒業と同時に本格的に骨董店
を営業しようと考えていたのですが、『学芸員の資格
を持っているなら吉徳資料室に来ないか』と誘われた

のです。ここには日
本人形の歴史の全
てがわかるとまで
言われる貴重な史
料が豊富にあるの
で、好きな時に好
きなだけ研究がで
きる非常に魅力的
な環境だと思った
のです」

　林さんの主な仕事は「保存資料の整理や研究」です。
古文書の解析による歴史的な検証や、展覧会の図録
などの執筆または監修。古い人形や玩具の鑑定、博物
館などでの講演活動も行っています。「趣味と仕事の
内容が同じですから、毎日がとても楽しい」と笑顔で
語る林さん。なかでも、展覧会での反応が心に残って
いるそうです。
　「自分が素晴らしいと思う資料を展示することで、
一般の方にも見てもらえる。その素晴らしさを理解し
て、喜んでいただく。それがとても嬉しいですね。お手
紙をいただくこともありますし、私が吉徳資料室の学
芸員をしていることを調べて店舗に来てくださった方
もいらっしゃいます。ご自分が大切にされていたお人
形をお持ちになり、『ぜひ寄贈したい』と言っていただ
いた瞬間などは、学芸員冥利に尽きるの一言です」
　とはいえ、趣味を仕事にするのは簡単なことではあ
りません。楽しいばかりでなく、厳しいことや辛いこと
もたくさんあるとか。
　「私の場合は研究職ですから、調べても調べても終
わりがない。時に、自分の至らなさを痛感することも
あります。でも、好きだから努力できる。むしろ好きだ
からこそ、とことんまでやるべきです。また、自分が嬉
しい・楽しいだけで終わってしまうのもいけません。
私は家族や恩師など周囲の方々に好きなことを自由
にやらせてもらいましたから、その道を究め、社会的
になにがしかの恩返しをしていくことが責務だと思っ
ています。現在だけでなく、後世に対してもどれだけ
役立てるかを真剣に考えることが大切です。好きなこ
とは誰でも1つや2つは持っているはず。それを仕事
にできるかどうかを分けるのは、どれだけ自分が努力
できるか、それに命をかけられるかだと思うんです」
　現在も頻繁に各地へ出向いては古美術商や骨董市
を回り、資料を集めている林さん。個人的に所蔵する
人形や玩具のコレクションは5000点を超えている
そうで、「いつか、自分のコレクションを公開する私立
の博物館を開きたい。中学時代から抱き続けている
私の夢なんです」
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「古いもの」への興味を抱き続けた学生時代
地道な探究活動で進路が拓けた

学芸員という職業の魅力と厳しさ
「好き」を仕事にするために必要な努力

静岡県藤枝市の博物館で展示品について解説する林直輝さん
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